
2016年12月～2017年12月に

「女性人工股関節全置換術患者の術前後の歩容の
自己評価モデルの開発：構造方程式モデリングを用いた分析」

のアンケート調査にご協力いただいた皆様へ

私たちは、股関節に疾患を持つ患者さまが不安や心配なく社会生活を送るた

めには、「患者さまが自分の歩く姿の見た目をどう思っているか」を知ること
が大切だと考え、２つの研究を行いました。
その結果、「自分の歩く姿の見た目をどう思っているか」ということが、社

会生活を送るための気持ちに影響することや、それが手術方法や、手術前と後
で違うことが分かりました。

以上から、「自分の歩く姿の見た目をどう思って
いるか」というお気持ちを大切に看護することで、
患者さまに自信をもって社会生活を送って
いただけるように支援していきたいと思います。

このような結果がまとめられましたのも、ご協力いただ
きました皆さまのおかげと深く感謝しております。本当
にありがとうございました。重ねて御礼申し上げます。
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2015年11月～2016年4月に

「女性変形性股関節症患者の術前後の歩容の
自己評価と心理社会的側面の検討
―人工股関節全置換術患者と低侵襲寛骨臼骨切り術患者の比較―」

のアンケート調査にご協力いただいた皆様へ
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